
- 6 -

報告第１５号

   株式会社淡路島パルシェの令和５年度決算書類の提出の件   

株式会社淡路島パルシェの令和５年度決算書類について、地方自治法（昭和２２

年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり提出する。

  令和６年９月２日提出

淡路市長 門  康 彦



令和５年度事業報告 

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日） 

 

 

【総論】 

今年度の来館者総数は180,453名（前年度比96.9％、コロナ前の令和元年度比74.9％）、

内訳は香りの館 86,278 名（92.7%、66.2％）香りの湯 94,175 名（101.1％、85.1％）、

純売上高は 172,478,109 円（税別・前年度比 95.4％、コロナ前の令和元年度比 69.7％）

であった。令和５年１月から休業している和食処かおりの前年売上約 840 万円を考慮す

ると、他の部門合計では前年並みの売上で推移している。 

来館バス台数については、493 台(前年度 355 台、令和元年度 1,098 台)、部門毎の純

売上高は、物販事業前年度比102.3％、コロナ前の令和元年度比75.5％、栽培事業79.4％、

73.7％、ファーストフード事業 109.3％、116.4％、加工体験事業 92.8％、108.7％、温

泉事業 103.5％、85.3％、宿泊事業 108.4％、109.6％であった。 

海水浴場の開場をはじめ、コロナ禍自粛されていた島内のイベントが再開され、観光

バスの動きも出てきているが、前年のような観光支援策が無いこともあり、来館してい

ただいても売り上げに繋がらないという傾向がみられる。島内に新設の観光施設並びに

宿泊施設が多く出来ており、お客様の選択肢が増えている中で、原点ともいえるパルシ

ェの特色である「香り」というテーマを活かした施設づくりを強化し、他の施設との差

別化を図る必要がある。 

今年度は、直面している人手不足とコスト高が大きな課題である。人手不足について

は、管理職による無賃の残業、休日出勤で欠員の穴埋めをしている状況で、いつまでも

続くものではなく疲弊感も漂っているうえ、売上機会の損失にも繋がっており深刻な問

題となっている。コスト高については重油、電気をはじめ、原材料、最低賃金の引上げ

等経費の殆どが高騰しており、手作り体験、カフェメニューの値上げを行った。単に値

上げをするのではなく、お客様の満足度を高めることも同時に推し進めたうえでの値上

げを行うよう心掛けている。 

温泉料金についても令和６年１０月からの値上げを決定しているが、五色ゆーゆーフ

ァイブが７００円、南あわじ市の温浴施設は６３０円で統一されており、パルシェの現

行７３０円を値上げし、更に価格差が拡がる事を考えると、お客様の足が遠のく懸念が

あり、露天風呂、サウナへの香り付け等でイベント性を高める等、他の温浴施設との差

別化への取り組みを進める。 

今後は、インバウンド受入れに向けて、掲示物や施設の案内文の多言語対応、携帯通

訳機、並びに従業員の外国語研修も必要と考えている。 
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【各部門の事業内容】 

 

1. 物販事業（特産館・和食処「かおり」での物品販売事業） 

売上は 42,768,979 円（税別・前年度比 102.3％）であった。来館バス台数はコロナ

前の令和元年度の半数以下ではあるが 493 台の来館があった。コロナ禍、隣近所にお土

産を買って帰るという状況ではなく、調味料、芳香剤をはじめ、ご自身で消費される物

が良く売れるように見られたが、この傾向は現在も続いており、今後この傾向が定着す

るものと考え、品揃えの見直しを進めている。 

 

2. 和食処「かおり」事業（香りの湯での飲食の提供） 

令和５年１月から休業しており、売上は発生していない。前年売上は 8,449,504 円で

あるが赤字部門であった為、休業している事で営業損失は減少している。 

 

3. 栽培事業 

売上は3,156,377円(79.4%)であった。異常気象ともいえる猛暑と大雨などに悩まされ

ることが多くなり、屋外の植栽計画については気候の大きな変動を視野に入れた対策が

必要となっている。 

令和３年７月からスタイレム瀧定大阪㈱と進めているリサイクル培地アグリラボに

ついては、様々な植物の栽培試験を行ってきたが、現在は利益を求める体制に舵を取り、

商業利用を検討するためパルシェの得意分野であるハーブ栽培に絞り、植え替えを順次

行っている。ローズゼラニウムとハッカでエッセンシャルオイルの蒸留を行い、オリジ

ナル石鹸の商品化に取り組んだ。リサイクル培地事業は、2025大阪関西万博共創チャレ

ンジ並びに、ひょうご産業 SDGs 推進宣言事業に登録しており、この事業についてお客

様にもっと知っていただく為、香りの館エントランスホールに紹介コーナーを設け、広

くアピールする場としている。 

大温室では、新たにブーゲンビレアの本格的な栽培を始めた。ほぼ年中開花し、温室

内を明るく華やかにし、従来花が少なかった夏から冬に楽しんでいただけた。 

温室でのお花の観賞、屋外でのお花摘み体験は人気があり、栽培事業はパルシェへの

来館の動機付けとしての役割が大きい。 

 

《今期の摘み取り体験の実績》 

〇カレンデュラ【期間 4月 1日～5月 14日】10 本 100 円 

  売上108,254円（1,083名） 前年120,127円（1,200名） 前年比90.1％ 

〇カモミール 【期間 4月 29 日～5月 31 日】小袋 100 円 

  売上20,000円（200名） 前年10,000円（100名） 前年比200％ 

〇ラベンダー 【期間 6月 7日～7月 3日】20本 200 円 

  売上 201,501 円（1,007 名）前年 206,685 円（1,033 名） 前年比 97.5％ 
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〇ひまわり  【期間 7月 22 日～8 月 27 日】5本 200 円 

  売上61,303円（307人） 前年売上85,357円（426人） 前年比71.8％ 

〇千日紅   【期間 8月 22 日～9 月 30 日】20 本 200 円 

 売上 48,313 円（241 名） 前年 86,312 円（863 名） 前年比 56.0％ 

〇コスモス・メキシカンセージ 【期間 10 月 11 日～11 月 5 日】30 本 200 円 

 売上 62,840 円（314 名） 前年 75,085 円（750 名） 前年比 83.7％ 

〇カレンデュラ 【期間 R6 年 3月 15 日～3月 31 日】10 本 200 円 

 売上 10,404 円（52 名） 前年 7,315 円（73 名） 前年比 142.2％ 

 

4. ファーストフード事業 

売上は13,587,265円（109.3％）であった。カフェに改装して８年が経ち、マンネリ

化が課題であり、既存メニューの改良と新メニュー開発に試行錯誤を重ねている。和食

洋食共にレストランを休業している事から、パルシェ施設内唯一の食事場所という事も

ありハンバーガーの売上が前年比126.9％、ソフトクリームが113.9％と昨年からの好調

を維持している。新メニューでは淡路島藻塩プリン、チョコタルト、バスクチーズケー

キを発売したが大きなヒットとはならなかった。今後も引き続きヒット商品となれるメ

ニュー開発を推し進める。 

 

5. パルシェマルシェ事業 

 契約農家の高齢化もあり、生産力の低下、品揃えの不足が大きな問題である。品揃え

豊富な農家さんとの契約を模索しているが、見つかっていない。 

赤字事業であったことから、売場をファーストフード＆ハーブショップ内に移転し、

売場を集約することにより、人手不足への対応、並びにレジ係に掛かっていた人件費の

削減をしている。 

 

6. 特産開発事業 

売上は3,159,910円（99.1％）、オリジナルのハーブ商品ラインナップにハーバルピロ

ーローズブレンドとドライラベンダーを詰めた巾着袋を加えた。 

オリジナルエッセンシャルオイルＳｕｕは、ラベンダーが４カ月間ほど品切れしてい

たこともありパルシェショップ内での売り上げは振るわなかったが、ふるさと納税返礼

品では149,830円の売上があった。 

スタイレムアグリラボで育てたハーブを蒸留したエッセンシャルオイルを使用した

石鹸を商品化し販売を開始した。また蒸留の際ほとんど廃棄しているフローラルウォー

ターを50％以上使用した除菌・消臭・ウイルス除去スプレーもオリジナルの新商品とし

て令和６年７月発売予定で開発を進めている。 
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7. 加工（体験）事業 

 売上は41,302,282円（92.8％）、特にハーバリウムの落ち込みが大きく、手作り体験

利用者全体に占める割合が前年の約28％から11％へと、ハーバリウムが選ばれなくなっ

ている。マンネリも一つの要因であり、洲本実業高校、兵庫県線香協同組合との取り組

みで進めている、お香の盆切り体験を新メニューで導入を計画し、ＡＷＡＪＩ島博に登

録も済ませている。 

令和６年２月１日付けで体験価格の改定を行った。値上げに伴う内容にする為、香水

体験はボトルをグレードアップし内容量を１０ml から１５ml に変更、持ち帰り用の巾

着袋も新たに用意した。石鹸体験は従来エッセンシャルオイルもドライハーブも選択で

きなかったが、各２種類用意し４パターンからの選択を可能にした。 

オリジナル商品の調香を体験スタッフが行っており、スタイレム瀧定大阪のブランド

aroma に続き、近隣のホテルザコンパクトからも調香の依頼が入った。 

人手が不足しており、観光バスでの団体様対応には、他部署からの応援で凌いでいる

が、アロマに精通したスタッフの欠員補充が急務である。 

 

8. 温泉事業 

入浴者数は 91,137 名（宿泊客 3,038 名を含む・102.0％）、売上は 38,087,197 円

（103.5%）であった。特に近隣の宿泊施設、スポーツイベント等からの団体様利用が増

えている。重油価格の高止まりと施設の老朽化が大きな問題である。老朽化については、

ろ過機、制御盤をはじめ、ポンプ、配管類、サウナ設備等、更新が必要な物が多いが、

すべて先送りになっている。半導体不足、世界情勢、円安の影響による原材料高騰等、

様々な要因から、大きな故障が発生した場合は、修繕資材の手配に時間が掛かり、数カ

月間営業が出来なくなる可能性もあり、温泉の機械類には多くの不安要素が潜んでいる

「爆弾を抱えている」ような状況にある。 

 

9. 宿泊事業 

宿泊者数 3,038 名（97.4％）売上は 19,175,247 円（108.4％）であった。春先は不調

であったが、５月８日の新型コロナウィルス５類引き下げ以降徐々に宿泊者数が回復し、

夏休みシーズンは家族連れを中心に多くの利用があった。 

 

10. 香りの公園 

 公園管理並びに香りの公園を愛でる会事務局の運営を行っている。これまでの流れに

加え、目新しい部分を作ろうと試行錯誤しているが、管理面積も広く、パルシェの植栽

担当者を頻繁に作業応援させている。香りの公園を愛でる会の運営では、香りの公園や

一宮事務所花壇の手入れ、研修旅行の手配などを行った。年度事業の中で、２回パルシ

ェ主催で寄せ植え体験などを行っているが、リサイクル培地の紹介や取り組みを知って

もらう機会として、リサイクル培地を使用した植え付け体験を行った。 
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